
前
回
は
、
思
い
が
け
ず
発
見
さ
れ
た
手
紙
と

史
料
か
ら
、
か
つ
て
常
圓
寺
の
祖
師
像
・
祖
師

堂
を
題
と
し
た
「
感
應
胎
籠
祖
師
堂
之
由
来
」

と
い
う
浪
曲
が
つ
く
ら
れ
、
昭
和
十
一
年
七
月

十
七
日
の
施
餓
鬼
法
要
に
て
披
露
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
新
作
浪
曲
は

「
菊
香
堂
錦
升
」（
岡
山
丘
）
と
い
う
人
に
よ
っ

て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

は
戦
後
、
昭
和
三
十
五
年
に
こ
の
人
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

○
「
コ
ン
パ
ス
と
烏
口
を
使
っ
た
日
本
初
の

圖
」
見
つ
か
る

こ
の
時
、
錦
升
氏
よ
り
新
た
に
書
き
直
さ
れ

た
浪
曲
の
台
本
と
と
も
に
、
常
圓
寺
に
伝
え
ら

れ
た
も
の
が
も
う
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
新
聞

の
切
り
抜
き
で
、「
コ
ン
パ
ス
と
烏
口
を
使
っ

か
ら
す
く
ち

た
日
本
初
の
圖
は
こ
れ
製
圖
家
秋
田
氏
が
将

ず

軍
の
祈
願
所
を
描
い
た
も
の
柏
木
常
圓
寺
か

ら
出
る
」
と
の
見
出
し
の
記
事
で
あ
る
。

錦
升
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
事
は
昭
和
十
一

年
（
一
九
三
六
）
七
月
十
三
日
付
の
時
事
新
報

と
い
う
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
い
う
が
、

記
事
の
冒
頭
に
は
、

日
本
で
最
初
の
「
コ
ン
パ
ス
と
烏
口
」
を

使
用
し
て
天
保
十
一
年
十
一
月
の
昔
に
書

い
た
略
圖
が
淀
橋
區
柏
木
日
蓮
宗
の
常
圓

て
み
る
と
、
秋
田
十
七
郎
は
、
別
名
を
津
田
宜

義
と
い
う
江
戸
後
期
の
和
算
家
で
あ
る
と
い
う
。

和
算
と
は
、
日
本
古
来
の
独
自
の
数
学
で
、
明

治
以
降
、
西
洋
数
学
が
流
入
し
そ
の
影
響
を
受

け
る
前
、
特
に
江
戸
時
代
に
発
達
し
た
学
問
で

あ
る
。

十
七
郎
は
、
同
じ
く
和
算
家
と
し
て
有
名
な

長
谷
川
寛
の
高
弟
で
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、

師
と
と
も
に
『
算
法
地
方
大
成
』
と
い
う
書
を

刊
行
し
た
。
こ
の
書
は
「
地
方
書
」
と
呼
ば
れ

る
分
野
の
書
物
で
、
全
五
巻
か
ら
な
り
、
治
水

や
農
業
の
心
得
、
検
地
、
土
木
工
事
な
ど
、
図

入
り
で
説
明
し
た
手
引
書
で
あ
っ
た
が
幕
府
か

ら
禁
書
と
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
土
地
の
広

さ
や
地
形
を
測
量
す
る
方
法
、
そ
の
た
め
の
器

具
の
解
説
な
ど
、
か
な
り
の
専
門
知
識
を
駆
使

し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
専
門
知

識
の
普
及
を
嫌
う
幕
府
代
官
の
意
向
に
よ
っ
て

絶
版
と
さ
れ
た
と
い
う
。
コ
ン
パ
ス
は
、
ご
存

じ
の
通
り
円
を
描
い
た
り
、
線
分
の
長
さ
を
移

し
た
り
す
る
、
今
で
も
使
わ
れ
る
文
房
具
、
製

図
器
具
で
あ
る
。

日
本
に
は
十
七
世
紀
の
初
期
に
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
、「
ぶ
ん
ま
わ
し
」「
円
規
」「
渾
発
」

（
根
発
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
十
七
郎
と

同
時
期
に
活
躍
し
た
間
宮
林
蔵
や
伊
能
忠
敬
ら

も
竹
製
の
コ
ン
パ
ス
を
作
り
、
地
図
製
作
に
用

い
た
と
い
う
。「
日
本
初
の
」
と
い
う
形
容
が
正

し
い
か
ど
う
か
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

記
事
に
し
た
が
え
ば
、
こ
の
略
図
は
こ
う
し
た

測
量
の
専
門
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

（
次
回
に
続
く
）

常
圓
寺
に
「
日
本
初
の
図
」
が
あ
っ
た

連
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て
反
対
が
起
こ
り
、
工
事
が
取
り
や
め
と
な
っ

て
こ
の
略
図
が
「
柏
木
の
常
圓
寺
の
奥
深
く
世

に
出
ず
に
今
日
と
な
っ
た
」
と
い
う
。

○
「
鼠
山
感
應
寺
」

さ
て
、
こ
の
徳
川
十
一
代
将
軍
家
斉
が
作
ろ

う
と
し
た
「
日
蓮
宗
の
祈
願
所
」
と
は
、
天
保

年
間
に
八
年
と
い
う
短
期
間
存
在
し
、
幻
の
大

寺
院
と
も
い
わ
れ
る
「
鼠
山
感
應
寺
」
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
鼠
山
感
應
寺
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
現
在
常
圓
寺
に
鎮
座
す
る
祖
師
像
が
、
元

来
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
寺
院
で
あ
る
。

感
應
寺
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
『
福
聚
山

史
』
で
ふ
れ
て
き
た
が
、
江
戸
初
期
の
日
蓮
宗

内
に
お
け
る
不
受
不
施
。
受
不
施
を
め
ぐ
る
対

立
の
中
で
上
野
寛
永
寺
の
お
預
け
と
な
っ
て
い

た
谷
中
感
應
寺
の
再
興
を
鎌
倉
妙
本
寺
、
池
上

本
門
寺
の
貫
首
で
あ
っ
た
日
萬
上
人
が
発
願
し
、

将
軍
家
に
働
き
か
け
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
っ

た
。
同
寺
に
は
将
軍
家
斉
が
持
仏
と
し
て
い
た

祖
師
像
が
祀
ら
れ
、
そ
れ
が
紆
余
曲
折
を
経
て

寺
と
云
ふ
お
寺
に
あ
る
こ
と
が
淀
橋
區
柏

木
方
面
事
務
所
を
訪
れ
た
一
老
人
の
口
か

ら
洩
れ
た
。

と
あ
る
。
こ
の
老
人
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
ま
っ
た
く
素
性
が
わ

か
ら
な
い
が
、
記
事
に
よ
る
と
こ
の
「
日
本
初

の
圖
」
は
、
天
保
年
間
、
徳
川
十
一
代
将
軍
家

斉
公
が
日
蓮
宗
の
祈
願
所
を
作
る
た
め
に
、
今

の
目
白
の
学
習
院
の
あ
る
辺
り
の
場
所
に
作
ろ

う
と
計
画
し
た
略
図
で
、
作
成
者
は
当
時
日
本

で
有
名
な
製
図
家
「
秋
田
十
七
郎
」
の
作
で
あ

る
と
い
う
。
祈
願
所
の
建
設
に
必
要
な
木
材
、

土
地
そ
の
他
一
切
の
準
備
が
済
み
、
工
事
着
工

と
な
っ
た
時
、
上
野
寛
永
寺
と
芝
増
上
寺
か
ら

将
軍
家
の
祈
願
所
が
他
に
で
き
る
こ
と
に
対
し

常
圓
寺
の
祖
師

堂
に
祀
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

○
秋
田
十
七

郎
と
は

そ
し
て
、
こ

の
略
図
を
作
成

し
た
の
は
秋
田

十
七
郎
と
い
う

製
図
家
で
あ
る

と
い
う
。
そ
こ

で
、
こ
の
人
物

に
つ
い
て
調
べ

常
圓
寺
か
ら
の
新
発
見
を
伝
え
る
新
聞
記
事
（
昭
和

年
７
月

日
）
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